

































































































































伊勢氏は戦国大名や国人領主、信長・秀吉時代の武将と婚姻関係や主従関係を結んでいることがわかる。貞親の子貞宗の姉妹は今川義元の妻であり、その娘は武田盛信の妻、貞宗の子貞忠の姉妹は細川尹賢の妻、貞良の姉妹は近江の 人領主多羅尾氏と永原氏の妻になっている。貞景の妻が松永弾正の娘であった 、母は濃姫 妹であったことはすでに述べた。貞景の姉妹が池田勝九郎元助の妻になっていたことも前述した。また貞良の子息貞興は明智光秀の婿として、山崎合戦で討死したという 秀頼が名付け親となった貞衡は大坂落城後浪人となった後徳川家光に召し出されたという。　
このように伊勢氏一族の男女が、戦国大名や織田、豊臣、徳川、明













































































































































































たので、当時千姫付きの家臣となっていた兄渡辺勝などより助命の働きがなされ 「助命」の命が下っていたため、曲輪外に呼び出され生き延びたのであろう。また「孝蔵主」の名が見られないのは、冬の陣以前に北政所 元を離れ、徳川家康 女房 して大坂を離れていたためである。　
「新座衆」としてあげられている毛利豊前守は毛利吉政で、関ヶ原


























































































点から、籠城戦中の城中の女性の役割が浮かび上がる。傷の手当や衣類、具足の補修や着替えの手伝いは、城中にいる女性の役割であったのだろう。またこれらの侍は「御台どころの外 て」叫んでいることから、台所には女房たちがいることを普段から認識し いたこと、そこへ行けば、食料ももらえるかも知れないこと、つまり台所が職場であり、籠城戦中 城内の食料配布を担当していたことが推測される。この侍たちは 遠慮がちに台所の外から呼びかけている点にも涙を誘われる。　
ここに登場する竹田榮翁は、前述のように翌八日午の刻、淀殿らと






「御手長」の「おあちや」らが、 「すて置 御恥辱をあらはす」と壊して捨てた。 「御手長」は給仕係で下臈に た が、その下臈に至るまで、籠城戦の最終段階では ったが、大坂方として恥ずかしい振る舞いは きないと、女房たちの意思は堅固 あったことがわかる。　
このあとようやく城外に出たおきくが目にしたのは、防御柵として
































































































て、敗戦の責任を取り、秀頼、淀殿らと自害するこ で、他の多 の女房の命を救うという大きな役割 果たした　
淀殿付きの中臈クラスの女房おきくは、五月七日以前から落城を覚
悟して、挟箱に納めた衣類と器を東福寺に預けており、周囲で鉄砲玉に打ち抜かれた女房があったり、戦評定が開かれているのを見聞きして、七日のうちに脱出を試みているのは、まさに間一髪のところでの正しい判断だったといえる。おきくの脱出から京都への到着まで 間の行動は、まさに機転を働かせての危機 乗り切 であり 幸運も重なって無事に仕官先を松ノ丸殿と決めることができたの った。　
おきくの体験談から考察できる点は豊富である。まず、籠城戦で










の点で男性家臣と異なる点はない。従って豊臣方の敗戦は、女房たちへも処罰が下されるのは必然という覚悟を生んだ。しかし女房衆 実戦部隊でなく後方部隊であったこ と、女房衆のトップ 六名が自害したことで、からくも命が助か のであった　
しかし、世間の目は「のぞみ次第、いづかたへも、おくりつかは




















して奮戦した吉継の息女であったことが、徳川家の処罰をより厳しくさせた可能性はあるが、この人が捕らえられたのは、武将の妻への縁坐の好例とみてよいのではなかろうか。武将の妻が「女性であるから」といって処罰を免れる時代は過ぎ去った。妻へ 縁坐 秀吉時代のお市の柴田勝家と共に自害した事件以来、よりい そう厳しく問われる時代になっていたのである。　
もう一点は武将の子それも男子の夏の陣後についてである。大野治
房は治長の弟で、 「主戦派と 豊臣軍を指揮した」 であ 、 『大坂夏の陣図屏風』にも描かれる、豊臣方 武将 中心人物である 治長のもう一人の弟治胤
（道犬）
は夏の陣のとき逃亡し、五月二十日に「大

























く済んだことはたしかである。しかし女房衆 トップ、それに大坂の中心にいて女房衆を統括していた淀殿は、罪を免れないという風潮は存在したであろう。千姫を城外に渡し、敢然と秀頼と共に自害した淀殿 、まさに大坂方の中心にいて全責任を負う存在 た であ






われ、主君や武将の妻子 女房の上司はもちろん、それは男性の一般家臣にまで及んでいたことがわかる。武将の妻や子 て 、特厳しく追及されたことは、真田幸村の妻や大野治房 の例に明らかである。　
最後に付言しておきたい点は、夏の陣直後に多くの落人が逃げてき

























編がある。いずれも『続群書類従』第六輯上 （続群書類従完成会、一九二八年、改正三版は一九七九年刊行） 所収。なお伊勢氏略系図や、於菊についての考察は、拙稿「中世の家と教育―伊勢氏、蜷川氏の家、家職と教育―」参照 （ 『日本中世の社会と女性』所収、吉川弘文館、一九九八年） 。
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（（） 「千代 （見性院） 書状」 （拙著『山内一豊と千代』岩波書店、二〇〇五 ）は、慶長一一年以後の四月のものであると推定されるが、おねからの依頼で「うす色の山茶花」を土佐山内家から取り寄せてほしいと、当主山内忠義に依頼した書状である 書状から読み取れる点は、おねが豊臣恩顧の大名の妻と関ヶ原以後も交流を持ち続けてい ことである。さらに山茶花 取り寄せを千代は「こうき 事」と表現している （拙稿『北政所おね』 ） 点は重要である。つまりおねの仕事である人的交流 「公儀」の仕事であると述べているのである。豊臣家は当時 （慶長一一年ごろ） 、江戸幕府と並ぶ公儀であるとの認識が大名たちや武士階級、浪 衆に至るまで広がっていた ではな かと推測する。
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